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１．電話サービスＩＰ化の要件（１／３）

◆過去から提供されてきた既存電話の社会的位置づけ/特質から、電話サービスとして
の視点で確保しなければならない要件としては、下記のような項目が考えられる。

◆過去から提供されてきた既存電話の社会的位置づけ/特質から、電話サービスとして
の視点で確保しなければならない要件としては、下記のような項目が考えられる。

電話としての品質確保電話としての品質確保

重要通信の確保（緊急通報など）重要通信の確保（緊急通報など）

障害・災害への耐性障害・災害への耐性

信頼度・安定度の確保信頼度・安定度の確保

既存サービスの継承既存サービスの継承

ｻｰﾋﾞｽ品質ｻｰﾋﾞｽ品質

安全性安全性//

信頼性信頼性

ｻｰﾋﾞｽ機能ｻｰﾋﾞｽ機能

社会性･公共性
ユニバーサル性
経済性
既存電話ｻｰﾋﾞｽからの継承

電話サービスとしての要件（主に加入者の視点）電話サービスとしての要件（主に加入者の視点）

電話の観点から考慮すべき事項電話の観点から考慮すべき事項

事業者間接続の実現事業者間接続の実現
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次世代ＩＰＮＷ構築の観点からの要件次世代ＩＰＮＷ構築の観点からの要件

１．電話サービスＩＰ化の要件（２／３）

②
ＮＷの安全性
・信頼性

②
ＮＷの安全性
・信頼性

④
電話サービス
の継承

④
電話サービス
の継承

⑤
保守・運用性
の確保

⑤
保守・運用性
の確保

③
サービス品質
の確保

③
サービス品質
の確保

①
ＮＷ

アーキテクチャ

①
ＮＷ

アーキテクチャ

技術的
必要条件

技術的
必要条件

◆次世代IPﾈｯﾄﾜｰｸによる電話サービスを提供する場合、考慮すべき技術的必要条件
としては、以下の５つに分類されると考える。
→加入者の視点、事業者の視点それぞれの要件から整理。

◆次世代IPﾈｯﾄﾜｰｸによる電話サービスを提供する場合、考慮すべき技術的必要条件
としては、以下の５つに分類されると考える。
→加入者の視点、事業者の視点それぞれの要件から整理。

電話サービスとしての要件電話サービスとしての要件

技術的な
視点で整理

ｻｰﾋﾞｽ品質ｻｰﾋﾞｽ品質

安全性安全性//信頼性信頼性

ｻｰﾋﾞｽ機能ｻｰﾋﾞｽ機能

主に加入者の視点主に加入者の視点

あるべきあるべきNWNWｱｰｷﾃｸﾁｬｱｰｷﾃｸﾁｬ

保守保守//運用性の確保運用性の確保

主に事業者の視点主に事業者の視点



5© NEC Corporation 2005

１．電話サービスＩＰ化の要件（３／３）

（１）電話サービスの継承範囲と実現方法

（２）他網接続のための課題

④電話サービスの継承④電話サービスの継承

（１）サービス品質確保の概要

（２）総合品質の確保（遅延・揺らぎ）

③サービス品質の確保③サービス品質の確保

（１）障害への対応

（２）輻輳対策、緊急呼／優先呼の対応

（３）セキュリティの確保、悪意呼への対応

②ＮＷの安全性・信頼性②ＮＷの安全性・信頼性

（１）ＩＰ化で考慮すべき保守・運用機能

（２）保守・運用機能の配備

⑤保守・運用性の確保⑤保守・運用性の確保

◆各技術的必要条件の５項目に対して、電話サービスＩＰ化で考慮すべきポイント/
課題の観点から、以下の様な具体的項目が考えられる。

◆各技術的必要条件の５項目に対して、電話サービスＩＰ化で考慮すべきポイント/
課題の観点から、以下の様な具体的項目が考えられる。

（１）構成要素

（２）各要素と構成機器

（３）各要素と他技術的必要条件の関連

①ＮＷアーキテクチャ①ＮＷアーキテクチャ
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２．次世代ＩＰＮＷアーキテクチャ

２．次世代ＩＰＮＷｱｰｷﾃｸﾁｬ

２．１ 次世代ＩＰＮＷｱｰｷﾃｸﾁｬﾓﾃﾞﾙ

２．２ 次世代ＩＰＮＷの具体的構成例

２．３ 次世代ＩＰＮＷ構成要素の必要条件
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２．１ 次世代ＩＰＮＷアーキテクチャモデル（例）

無線LANメタル ﾓﾊﾞｲﾙｱｸｾｽFTTH
BTS

ＮＷサーバ群ＮＷサーバ群

光ＩＰ
バックボーン

光ＩＰ
バックボーン

アクセスアクセス

コアネットワーク

ﾎｰﾑGW GW

エッジルータ

コアルータ

オペレーションＮＷ（課金、保守・運用）

呼処理ｻｰﾊﾞ 付加価値ｻｰﾊﾞ 認証ｻｰﾊﾞ ・・

ﾘｿｰｽ

管理系

◆次世代ＩＰネットワークのモデル構成（一例）を以下に示す。
→構成要素して、アクセス＋光ＩＰバックボーン＋ＮＷサーバ群の３階層で構成。
→ネットワークとしては、ＩＰ電話のみでなく種々のサービス提供を考慮。

◆次世代ＩＰネットワークのモデル構成（一例）を以下に示す。
→構成要素して、アクセス＋光ＩＰバックボーン＋ＮＷサーバ群の３階層で構成。
→ネットワークとしては、ＩＰ電話のみでなく種々のサービス提供を考慮。

エッジルータ

コアルータ

ｴｯｼﾞﾈｯﾄﾜｰｸ ○
POI：他網接続
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２．２ 次世代ＩＰＮＷの具体的構成例

加入者終端

加入者
収容局

加入者宅

VoIP端末

HGW

センター局 センター局

加入者収容装置
(DSLAM,GE-PONなど)

アクセス
アクセス

ＮＷサーバ群
ＮＷサーバ群

SIP SIP

ＧＷ

他網
（他事業者／サービス）

光ＩＰバックボーン
光ＩＰバックボーン

他網接続
他網接続

【加入者収容】 加入者収容装置（FTTH（GE-PON、ﾒﾃﾞｨｱｺﾝﾊﾞｰﾀ等））
【加入者収容】 加入者収容装置（FTTH（GE-PON、ﾒﾃﾞｨｱｺﾝﾊﾞｰﾀ等））

【コア】 コアルータ
【エッジ】 エッジルータ／エッジスイッチ

【拠点間】 ＷＤＭ等 光伝送装置

【コア】 コアルータ
【エッジ】 エッジルータ／エッジスイッチ

【拠点間】 ＷＤＭ等 光伝送装置

◆次世代ＩＰＮＷは、アクセス／光ＩＰバックボーン／ＮＷサーバ群から構成され、
具体的には以下に示すような機器により構成されると想定。

◆次世代ＩＰＮＷは、アクセス／光ＩＰバックボーン／ＮＷサーバ群から構成され、
具体的には以下に示すような機器により構成されると想定。

・シグナリング用ＧＷ
・ユーザトラヒック用ＧＷ

・シグナリング用ＧＷ
・ユーザトラヒック用ＧＷ

・ＳＩＰ等呼処理サーバ
・各種付加価値機能提供装置
・加入者管理・リソース管理ＤＢ
・ＮＭＳ等保守・運用サーバ

・ＳＩＰ等呼処理サーバ
・各種付加価値機能提供装置
・加入者管理・リソース管理ＤＢ
・ＮＭＳ等保守・運用サーバ

NMSDB

付加価値

ｺｱﾈｯﾄﾜｰｸ

ｴｯｼﾞﾈｯﾄﾜｰｸ

○
POI

HGW:ホームGW

エッジルータ／

エッジスイッチ

コアルータ

WDM
コアルータ

WDM
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２．３ 次世代ＩＰＮＷ構成要素の必要条件

○

○

◎

◎

○

○

①ＮＷアーキテ
クチャ（注）

◎◎◎◎ＮＷサーバ群

◎○○端末

○○○アクセス

◎○◎◎エッジ

◎◎○コア光ＩＰ

バックボーン

○◎◎○他網接続

⑤保守・運用性
の確保

④電話サービス
の継承

③サービス品質
の確保

②ＮＷの安全
性・信頼性

次世代IPNW構成要素

◆ＮＷアーキテクチャの各要素における着目すべき技術的必要条件との
関連を下表に示す。

◆ＮＷアーキテクチャの各要素における着目すべき技術的必要条件との
関連を下表に示す。

○：関連するポイント
◎：特に関連するポイント

（注）具体的NWアーキテクチャは、事業者毎の戦略により異なる
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３．技術的必要条件

３．技術的必要条件

３．１ NWの安全性・信頼性

３．２ ｻｰﾋﾞｽ品質の確保

３．３ 電話サービスの継承

３．４ 保守運用性の確保
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３．１．１ 安全、信頼性を考慮した網の構成

・ネットワークの耐障害性を高めること

-NWﾚﾍﾞﾙと装置ﾚﾍﾞﾙでの双方の対策が必要

・トラヒック／輻輳制御、緊急呼／優先呼の対応

・セキュリティの確保、悪意呼への対応

・ネットワークの耐障害性を高めること

-NWﾚﾍﾞﾙと装置ﾚﾍﾞﾙでの双方の対策が必要

・トラヒック／輻輳制御、緊急呼／優先呼の対応

・セキュリティの確保、悪意呼への対応

安心・安全な
ﾈｯﾄﾜｰｸ

安心・安全な
ﾈｯﾄﾜｰｸ 障害・災害の発生への対応障害・災害の発生への対応

輻輳時のｻｰﾋﾞｽ確保輻輳時のｻｰﾋﾞｽ確保

ｾｷｭﾘﾃｨ・悪意呼対策ｾｷｭﾘﾃｨ・悪意呼対策

ﾈｯﾄﾜｰｸとして具備すべき条件ﾈｯﾄﾜｰｸとして具備すべき条件

・社会インフラ

・大規模な全国網

・多数の加入者収容

・社会インフラ

・大規模な全国網

・多数の加入者収容
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◆ＮＷレベルの耐障害性確保
→ＩＰバックボーンの予備経路（迂回ルート、二重帰属等）の確保

◆機器の分散配備による代替手段確保
→ｻｰﾊﾞの地理的条件も考慮して分散配備

◆ＮＷレベルの耐障害性確保
→ＩＰバックボーンの予備経路（迂回ルート、二重帰属等）の確保

◆機器の分散配備による代替手段確保
→ｻｰﾊﾞの地理的条件も考慮して分散配備

３．１．２ 障害への対応（１）

あらかじめ耐障害性を考慮したﾈｯﾄﾜｰｸ設計が必要

コアルータ

コアルータ

エッジルータエッジルータ

多ルート化、
迂回ルート確保

ＮＷサーバ群ＮＷサーバ群

光ＩＰバックボーン光ＩＰバックボーン

地理的条件も考慮
した分散配備

ｺｱﾈｯﾄﾜｰｸ

ｴｯｼﾞﾈｯﾄﾜｰｸ

SIPSIP
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◆IPNW構成装置 →２重化/N+1予備等の装置構成冗長化
→障害の検出/切分け/自律的な切り替え

◆伝送路(回線) →回線部の冗長化/切替え手段確保（ﾘﾝｸｱｸﾞﾘｹﾞｰｼｮﾝ等）

◆IPNW構成装置 →２重化/N+1予備等の装置構成冗長化
→障害の検出/切分け/自律的な切り替え

◆伝送路(回線) →回線部の冗長化/切替え手段確保（ﾘﾝｸｱｸﾞﾘｹﾞｰｼｮﾝ等）

３．１．２ 障害への対応（２）

NWを構成する各装置で耐障害性を高める手段を折込

コアルータ コアルータ

ＮＷサーバ群ＮＷサーバ群

SIP SIP

光ＩＰバックボーン光ＩＰバックボーン

WDM WDM

NMS

ｺｱﾈｯﾄﾜｰｸ

ｴｯｼﾞﾈｯﾄﾜｰｸ

装置ﾚﾍﾞﾙの冗長化

・共通部／電源部等の２重化
・自律的な障害検出/切分け
/切替え機能配備

回線部の冗長化

エッジルータ
エッジルータ
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３．１．３ 輻輳対策、緊急呼／優先呼への対応（１）

規
制
の
強
さ

◆NWの輻輳ﾚﾍﾞﾙに応じて段階的な輻輳制御が必要。
◆IP電話の場合、以下の２種類の輻輳制御が考えられる。
①既存電話同様に電話呼処理のﾚﾍﾞﾙでの輻輳制御
→ 発信規制／接続規制など

②IPﾚﾍﾞﾙでの輻輳制御
→ NWの入口での遮断等による流入規制など

強い規制

弱い規制

強制的な遮断

段階的な輻輳制御 ①電話呼処理ﾚﾍﾞﾙ
での輻輳制御

②IPﾚﾍﾞﾙでの
輻輳制御

輻輳対地への
接続規制 NWの入口での

ﾄﾗﾋｯｸ制限

特定加入者の
遮断等

IP電話の輻輳対策に対しての考え方

発信規制

緊急呼/
優先呼は
非規制
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アクセス
アクセス

◆ＮＷにﾄﾗﾋｯｸ制御装置を配備して、ｻｰﾊﾞ/ｴｯｼﾞﾙｰﾀ等の監視/制御による
輻輳回避方法について検討必要。

◆ＮＷにﾄﾗﾋｯｸ制御装置を配備して、ｻｰﾊﾞ/ｴｯｼﾞﾙｰﾀ等の監視/制御による
輻輳回避方法について検討必要。

エッジルータ エッジルータ

ﾄﾗﾋｯｸ制御装置

運用情報の収集

パケット
流入遮断

①SIPｻｰﾊﾞに対して発信規制、対地規制
②ＮＷの入口でﾊﾟｹｯﾄﾚﾍﾞﾙの流入遮断、規制

・外部装置でｻｰﾊﾞやNW機器を監視／制御して、発信規制・対地規制、
NW入口（ｴｯｼﾞﾙｰﾀﾞ等）でﾊﾟｹｯﾄﾚﾍﾞﾙの流入規制も考慮必要。

ﾄﾗﾋｯｸ制御装置による輻輳制御の例

アクセス
アクセス

３．１．３ 輻輳対策、緊急呼／優先呼への対応（２）

ＮＷサーバ群ＮＷサーバ群 SIPSIP

対地規制 発信規制

光ＩＰバックボーン光ＩＰバックボーン
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SIP

◆緊急呼／優先呼に対する疎通確保が必要。
→サーバ（呼処理）レベルで一般呼と緊急呼/優先呼を区別して処理。

◆IPレベルでの緊急呼／優先呼の帯域確保とNWの入口での規制時にも通過
させる仕組みが必要。

◆緊急呼／優先呼に対する疎通確保が必要。
→サーバ（呼処理）レベルで一般呼と緊急呼/優先呼を区別して処理。

◆IPレベルでの緊急呼／優先呼の帯域確保とNWの入口での規制時にも通過
させる仕組みが必要。

×
緊急呼/優先呼の帯域確
保が必要

緊急呼/優先呼を
区別して処理

３．１．３ 緊急呼／優先呼への対応

緊急呼/優先呼への対応

ＮＷサーバ群ＮＷサーバ群

光ＩＰバックボーン光ＩＰバックボーン

緊急呼/優先呼

一般呼
○

エッジ
ルータ

緊急呼/優先呼

一般呼

IPパケットレベルの規
制時にも緊急呼/優先
呼を遮断せずに通過

エッジ
ルータ
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ＮＷサーバ群ＮＷサーバ群

３．１．４ セキュリティの確保、悪意呼への対応

◆NWの入口(ｴｯｼﾞﾙｰﾀやGW）でのガード、及び端末/ｻｰﾊﾞでの対策の折込み
が必要。
①ｴｯｼﾞﾙｰﾀ、GWでのｱﾀｯｸ等の防御
②ｻｰﾊﾞ/VoIP端末での認証強化
③暗号化による盗聴防止の考慮

◆NWの入口(ｴｯｼﾞﾙｰﾀやGW）でのガード、及び端末/ｻｰﾊﾞでの対策の折込み
が必要。
①ｴｯｼﾞﾙｰﾀ、GWでのｱﾀｯｸ等の防御
②ｻｰﾊﾞ/VoIP端末での認証強化
③暗号化による盗聴防止の考慮

エッジルータ

VoIP端末
③暗号の適用
による盗聴防止

①NWの入口での 悪

意呼の検出とガード

ｾｷｭﾘﾃｨ・悪意呼への対応策について

SIP NMS認証ｻｰﾊﾞ

②サーバ/VoIP端末の認証強化

光ＩＰバックボーン光ＩＰバックボーン

VoIP端末

ＧＷ
他網

（他事業者／サービス）

他網接続
他網接続

①不正ｱﾀｯｸ等を
IPﾚﾍﾞﾙでｶﾞｰﾄﾞアクセス

アクセス

○
POI
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３．２．１ サービス品質確保の概要

３０秒以下着信側状態通知時間

０．１１以下海外からの着信時に、一事業者の回線設備により、着信端末まで
の間に呼損となる確率

０．１５以下海外への発信時に、一事業者の回線設備により、国際中継回線
までの間に呼損となる確率

０．１５以下一事業者の回線設備により呼損となる確率

０．０１以下自動接続遅延時間が３秒以上となる確率接続品質

１５０ミリ秒未満平均遅延（端末相互間）

８０超総合音声伝送品質（端末相互間）総合品質
＊

－受話ラウドネス定格（端末－交換設備間）

－送話ラウドネス定格（端末－交換設備間）通話品質

０ＡＢ～Ｊ ＩＰ電話品質規定

＊９５％確率で満足する値

他網接続含めてＮＷ
配分を考える必要あり、
規定が必要
（遅延・揺らぎ・パケットロス）

端末側含めて規定が
必要と考える

技術の進歩(処理能力
向上)によって電話並み
に達成可能な領域にな
っていると考える

（総務省殿 事業用電気通信設備規則で定める技術基準の値より）

◆通話品質に関して
→ラウドネスに対する規定の要否についての検討が必要(現状未規定)。

◆総合品質に関して
→通話の明瞭度に影響するため遅延時間、遅延揺らぎ等のNWﾚﾍﾞﾙでの配分についての
検討が必要。

◆接続品質
→NWとしての品質規定が必要であるが、技術の進歩を考慮すれば、既存電話並みのﾚﾍﾞﾙは

達成可能と考える。

◆通話品質に関して
→ラウドネスに対する規定の要否についての検討が必要(現状未規定)。

◆総合品質に関して
→通話の明瞭度に影響するため遅延時間、遅延揺らぎ等のNWﾚﾍﾞﾙでの配分についての
検討が必要。

◆接続品質
→NWとしての品質規定が必要であるが、技術の進歩を考慮すれば、既存電話並みのﾚﾍﾞﾙは

達成可能と考える。

電話サービス品質規定の考え方
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アクセス
アクセス

３．２．２ 総合品質の確保

VoIP端末 VoIP端末

End to End遅延＜１５０ｍｓ

パケット化
揺らぎ吸収バッファ
デパケット化

NW部分に許容される遅延
＝１５０ｍｓ－（両端の端末での遅延）

◆端末相互間の遅延時間と揺らぎ値については、端末およびNW内の遅延
（NW内での各装置への配分）について考慮が必要。

◆端末相互間の遅延時間と揺らぎ値については、端末およびNW内の遅延
（NW内での各装置への配分）について考慮が必要。

◆遅延配分の考え方の一例

送信→ →受信

NWを構成する各装置のNW内
の遅延配分への考慮が必要

遅延時間・遅延揺らぎに関して

光ＩＰバックボーン光ＩＰバックボーン

コアルータ

エッジルータエッジルータ

遅延揺らぎの配分も検討要

アクセス
アクセス
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ＮＷ
サーバ群

３．３．１ 電話サービスの継承と実現方法（１）

（１） 電話と認知される為に必要な基本サービス

①基本接続（新ＳＩＰ間接続、既存電話接続）

②警察消防

③１ＸＹ（故障受付、営業、受付台など）

④ＮＷトーキ接続（故障、通話停止、欠番、輻輳等）

（２） 従来ｻｰﾋﾞｽから踏襲が考えられる付加ｻｰﾋﾞｽの例

⑤NWサービス系（例．フリーコール、ダイヤルＱ２）

⑥多者接続系、代表系（例．転送、三者通話、ｺｰﾙｳｪｲﾃｨﾝｸﾞ）

⑦代行応答系、呼び返し系（例．着信拒否、話中時再ダイアル）

⑧通知系（例．料金即知、発信番号通知）

⑨蓄積系（例．災害伝言ダイヤル、留守電）

◆既存電話サービスの継承のためには、NW内の各種機器(ｻｰﾊﾞ、ｴｯｼﾞﾙｰﾀ、
端末）の連携によるサービス提供が必要。
◆ｻｰﾋﾞｽによっては、主に端末側機能での実現等、機能分担の検討も必要。

◆既存電話サービスの継承のためには、NW内の各種機器(ｻｰﾊﾞ、ｴｯｼﾞﾙｰﾀ、
端末）の連携によるサービス提供が必要。
◆ｻｰﾋﾞｽによっては、主に端末側機能での実現等、機能分担の検討も必要。

利用者数が少なく、代替可能なサービスについては継承可否について
別途検討が必要

エッジ
ルータ

端末
（IP電話、
HGW）

サービスの実現要素

提供サービスに対応
して連携が必要



21© NEC Corporation 2005

アクセス
アクセス

光ＩＰバックボーン
光ＩＰバックボーン

VoIP端末

エッジルータ

◆付加サービスの今後の拡大を考慮すると、サービスに対応した追加機能と
機能配備箇所については検討が必要。

◆サーバ、エッジルータ、VoIP端末で適切な機能配備と連携の検討が必要。

◆付加サービスの今後の拡大を考慮すると、サービスに対応した追加機能と
機能配備箇所については検討が必要。

◆サーバ、エッジルータ、VoIP端末で適切な機能配備と連携の検討が必要。

３．３．１ 電話サービスの継承と実現方法（２）

【機能配備の一例】

アクセス
アクセス

VoIP端末

エッジルータ

機能配備例
・番号表示

ＮＷサーバ群
ＮＷサーバ群

音声応答
システム

会議
システム

ＳＩＰ 提供ｻｰﾋﾞｽに対応し
た各種ｻｰﾊﾞの配備

提供ｻｰﾋﾞｽに対応し
た各種ｻｰﾊﾞの配備

機能配備例
・トーキ発生機能
・音声応答機能

機能配備例
・番号表示機能
・留守電機能
・メッセージ着信表示機能
・短縮ダイアル機能

機能配備例
・基本サービスの呼処理
・各種トーキ・アナウンス機能
・音声応答機能
・会議接続・三者通話機能

機能配備例
・基本サービスの呼処理
・各種トーキ・アナウンス機能
・音声応答機能
・会議接続・三者通話機能



22© NEC Corporation 2005

アクセス
アクセス

ＧＷ
他網

（他事業者／サービス）

光ＩＰバックボーン
光ＩＰバックボーン

他網接続
他網接続

○
POI

VoIP端末

エッジルータ

３．３．２ 他網接続の課題（１）

◆他網との相互接続を実現するためには、３種類の観点での課題の
検討（規定含めて）が必要。
①ﾈｯﾄﾜｰｸの機能の観点で検討すべき事項
②網間GWの機能の観点で検討すべき事項
③端末側機能として検討すべき事項

◆他網との相互接続を実現するためには、３種類の観点での課題の
検討（規定含めて）が必要。
①ﾈｯﾄﾜｰｸの機能の観点で検討すべき事項
②網間GWの機能の観点で検討すべき事項
③端末側機能として検討すべき事項

②ＧＷ機器で検討すべき事項

①網側で検討すべき課題

③VoIP端末で検討すべき課題

VoIP端末

③VoIP端末で検討すべき事項

ＮＷサーバ群
ＮＷサーバ群

①網側で検討すべき事項
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３．３．２ 他網接続の課題（２）

・自網採用仕様の網間接続仕様への変換
［例］ＳＩＰプロトコル差分吸収、コーデック
変換など

プロトコル差分吸収

・事業者間清算方式の確立課金方式の確立

・他網経由の不正アタックのガードセキュリティの確保

②GW機器で検討すべき事項

・End-to-Endの遅延／伝送品質の保証
［例］遅延・揺らぎ値の網毎の配分

サービス品質の確保

・標準化含めて端末機能の整合と相互接続
性の確保
［例］搭載機能（コーデック、付加機能）、
プロトコルの整合

端末標準機能の整合③VoIP端末で検討すべき事項

・標準化含めて網間相互接続性の確保
［例］ＳＩＰプロトコル仕様、／付加サービス

範囲の整合

呼処理プロトコルでの
整合

①網側で検討すべき事項

概要課題分類

他網との相互接続時に検討すべき項目他網との相互接続時に検討すべき項目
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３．４．１ ＩＰ化で考慮すべき保守・運用機能

(1)監視、運用

・ﾄﾗﾋｯｸ監視

・輻輳制御

・障害切分け/復旧

(2)試験

・開通時、ﾕｰｻﾞ申告時の試験

(3)課金関連

・課金、ｼﾞｬｰﾅﾙ情報収集

従来の電話サービスから特にIP化にあたり考慮が必要な
印の項目について記述する。

◆ 保守･運用関連の項目
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アクセス
アクセス

VoIP端末

エッジルータ

ＮＷサーバ群
ＮＷサーバ群

保守運用
サーバ

３．４．２ 保守・運用機能の配備（１）

◆障害箇所の検出/切分け/復旧
→伝送路(回線）のＩＰ化に伴いIPﾚﾍﾞﾙ(ping等)＋VoIPﾚﾍﾞﾙ(RTPﾊﾟｹｯﾄ等)での疎通
確認手段が必要。
→ＮＷ構成装置の各ﾎﾟｲﾝﾄでの障害対応機能の配備の考慮が必要
・回線インタフェース部等での障害検出機能 ・折り返し等による切分け機能 ・回線や経路の自律的な切替機能

◆障害箇所の検出/切分け/復旧
→伝送路(回線）のＩＰ化に伴いIPﾚﾍﾞﾙ(ping等)＋VoIPﾚﾍﾞﾙ(RTPﾊﾟｹｯﾄ等)での疎通
確認手段が必要。
→ＮＷ構成装置の各ﾎﾟｲﾝﾄでの障害対応機能の配備の考慮が必要
・回線インタフェース部等での障害検出機能 ・折り返し等による切分け機能 ・回線や経路の自律的な切替機能

ＧＷ

他網
（他事業者
／サービス）

他網接続
他網接続

○
POI

VoIP端末

アクセス
アクセス

VoIP端末

エッジルータ

各ﾎﾟｲﾝﾄでの障害ﾒｯｾｰｼﾞ、
音声ﾊﾟｹｯﾄの収集/解析

VoIPﾚﾍﾞﾙでの
疎通確認

光ＩＰバックボーン
光ＩＰバックボーン

ＳＩＰ
障害検出

障害検出/切分け/復
旧機能の配備
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アクセス
アクセス

VoIP端末

エッジルータ

ＮＷサーバ群
ＮＷサーバ群

ＧＷ

他網
（他事業者
／サービス）

他網接続
他網接続

○
POI

VoIP端末

アクセス
アクセス

VoIP端末

エッジルータ

光ＩＰバックボーン
光ＩＰバックボーン

◆開通時、ﾕｰｻﾞ申告時の試験（ＩＰ電話としてのサービスアベイラビリティの確保）
→運用上、試験用擬似端末を使用しての発着信試験などの遠隔実施の考慮が必要。
→障害箇所を特定できる機能の配備ポイントを検討。

◆開通時、ﾕｰｻﾞ申告時の試験（ＩＰ電話としてのサービスアベイラビリティの確保）
→運用上、試験用擬似端末を使用しての発着信試験などの遠隔実施の考慮が必要。
→障害箇所を特定できる機能の配備ポイントを検討。

３．４．２ 保守・運用機能の配備（２）

試験用擬似端末との発着信試験

ＳＩＰ

試験用
擬似端末

保守運用
サーバ

試験用
擬似端末
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４．まとめ

■5つの観点から、次世代IPネットワークにおいて、電話サービス提供時に考慮
すべきポイントを示した。
→今後は各事項について具体的な対応の検討を進める必要がある。

■5つの観点から、次世代IPネットワークにおいて、電話サービス提供時に考慮
すべきポイントを示した。
→今後は各事項について具体的な対応の検討を進める必要がある。

・障害切分けと迅速な回復法
・IP電話として必要となる試験機能の検討
・課金への対応

・従来のｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝからの継承範囲
・IP固有の性質/特徴への配慮
・将来のｻｰﾋﾞｽ拡張への配慮

保守･運用性の確保

・各種ｻｰﾋﾞｽ実現に必要となるNW構成
装置への機能追加事項
・利用者数の少ないｻｰﾋﾞｽの扱い、代替手段
の検討

・付加ｻｰﾋﾞｽとして継承すべき範囲
・事業者間の相互接続の考慮

電話ｻｰﾋﾞｽの継承

・品質規定すべき項目の精査
・NW内での配分値の検討
・NW構成装置への要求条件として具体化

・既存電話並みの品質確保が必要
・技術進歩も加味した実現可能な
レベルを考慮

ｻｰﾋﾞｽ品質の確保

・NWとしての耐障害性の確保
・輻輳対策(具体的な手段検討)
・緊急/優先呼の扱いの検討
・ｾｷｭﾘﾃｨ/悪意呼への対応策の検討

・大規模NWかつ、多数の加入者
収容が前提
・安定性、安全性の確保が必須

NWの安全性・信頼性

・各課題を具体化するための前提として、
ﾈｯﾄﾜｰｸﾓﾃﾞﾙ明確化が必要

・社会ｲﾝﾌﾗとしての次世代IPﾈｯﾄ
ﾜｰｸの構築が必要

NWｱｰｷﾃｸﾁｬ

検討事項考慮すべき条件観点




